
海岸の砂地に生える多年草。茎は4角で分枝し、毛があり、高さ10-40cm、地下に細長い走出枝がある。葉

は長楕円形で先は円く、短い柄があり、長さ1.5-3.5cmになり、幅1-1.5cm、やや厚く、両面にいくらか毛が

あって、縁には低い鈍鋸歯がある。花は6-9月、上部の葉腋に1個ずつつき、長さ2-2.2cmで、青紫色、基部

で折れ曲がってほぼ直立する。萼は花時に長さ3mm、果時では5mm内外となり、分果は長さ約1.8mmで
半円形、円い小突起がある。

但馬で新しい自生地がみつかってきているが、瀬戸内地方では淡路島にしかみられなくなった。

－
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希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Scutellaria  strigillosa  Hemsl.

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

芦屋市、姫路市、赤穂市、豊岡市、香美町、新温泉町、南あ
わじ市

■ 国内分布

北海道、本州、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 ○ 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

シソ科

兵庫県ランク…ナミキソウ
環境省ランク… －


